
延
徳
二
（
一
四
九
○
）
年
九
月
二
十
四
日
午
刻
、
相
国
寺
蔭
涼
軒
主
、
亀

泉
集
証
の
も
と
に
知
己
の
粟
屋
左
衛
門
大
夫
国
春
が
来
訪
し
、
横
画
一
幅
の

鑑
定
を
依
頼
し
た
。
『
蔭
涼
軒
日
録
』
に
記
さ
れ
る
様
子
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
竜前

略
：
…
・
午
時
粟
屋
左
衛
門
大
夫
方
持
二
横
画
一
幅
来
云
。
吾
兄
所
持

之
画
也
。
舜
挙
筆
也
。
子
昂
賛
一
其
上
奄
七
賢
度
関
図
也
。
真
平
贋
乎

弁
し
之
可
也
。
愚
熟
二
視
之
誼
画
與
レ
賛
別
絹
也
。
不
審
々
々
。
絵
事
相

阿
可
レ
弁
し
之
云
々
。
勧
以
レ
盃
。
同
途
者
一
人
有
し
之
。
傾
一
数
盃
一
帰
。

銭
舜
挙
画
、
趙
子
昂
賛
の
「
七
賢
度
関
図
」
と
い
う
画
幅
の
真
贋
鑑
定
を

依
頼
さ
れ
た
亀
泉
は
、
不
審
を
抱
き
な
が
ら
、
絵
画
に
つ
い
て
は
相
阿
弥
の

判
断
を
仰
ぐ
よ
う
答
え
、
即
断
を
避
け
た
。
中
国
元
代
を
代
表
す
る
二
大
家

の
名
を
冠
し
た
作
品
の
鑑
定
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
後
の
記
事

後
略

は
じ
め
に

「
七
賢
図
」
と
い
う
「
画
題
」

「
竹
林
七
賢
図
」
は
漢
画
系
の
画
題
の
中
で
も
最
も
人
口
に
膳
表
し
た
も

の
の
一
つ
で
あ
る
。
戸
田
偵
祐
氏
が
「
漢
画
系
人
物
図
屏
風
の
輪
郭
」
（
『
日

本
屏
風
絵
集
成
四
人
物
画
漢
画
系
人
物
』
・
講
談
社
．
一
九
八
一
年
）

に
お
い
て
、
中
国
で
の
作
例
に
ふ
れ
、
「
竹
林
七
賢
図
は
商
山
四
皓
図
、
帰

に
も
そ
の
結
果
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。

美
術
品
鑑
定
に
関
わ
る
禅
僧
の
役
割
は
興
味
深
い
も
の
の
、
こ
こ
で
注
目

し
た
い
の
は
画
題
「
七
賢
度
関
図
」
で
あ
る
。
「
七
賢
」
と
言
え
ば
、
誰
も

が
竹
林
の
七
賢
を
想
起
す
る
で
あ
ろ
う
。
中
国
魏
晋
交
代
期
に
国
難
を
避
け
、

竹
林
に
会
し
て
清
談
を
事
と
し
た
七
人
の
隠
者
の
故
事
で
あ
る
。
竹
叢
を
遁

遥
し
、
談
論
や
酒
盃
を
酌
み
交
わ
す
こ
と
を
専
ら
と
し
た
七
隠
者
の
逸
話
と
、

「
五
馬
渡
江
」
の
ご
と
く
行
旅
を
連
想
さ
せ
る
「
度
関
」
と
い
う
行
為
は
そ

ぐ
わ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
事
例
を
端
緒
に
、
本
邦
に
お

け
る
七
賢
関
係
の
画
題
に
注
目
し
、
考
察
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

Ⅱ■■■■■■■
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去
来
図
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
一
応
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
主
題
で
は
あ
っ
た
。
し
か

し
、
日
本
で
の
流
行
は
異
常
増
殖
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
、

本
邦
で
の
盛
行
に
注
目
さ
れ
た
の
は
重
要
で
あ
る
。
確
か
に
唐
土
に
お
い
て

は
竹
林
七
賢
図
や
そ
の
賛
詩
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
義
堂
周
信
編
纂
の
『
貞
和
集
」
（
『
新
撰
貞
和
分
類
古
今
尊
宿
偶
頌
集
』

．
『
重
刊
貞
和
類
聚
祖
苑
聯
芳
集
』
）
に
七
賢
関
係
の
詩
題
が
見
出
せ
な
い

の
を
は
じ
め
、
『
新
選
集
』
・
『
新
編
集
』
諸
本
（
『
錦
繍
段
』
・
『
続
錦
繍
段
』

を
含
む
）
に
も
関
連
す
る
詩
題
は
採
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
『
歴
代
題
画
詩

（
２
）

類
』
の
所
収
も
八
首
の
み
（
画
題
は
総
て
「
竹
林
七
賢
図
」
）
で
、
三
十
首

ほ
ど
が
採
録
さ
れ
る
商
山
四
皓
図
Ｉ
本
邦
で
は
「
竹
林
七
賢
図
」
と
対
で

描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
が
ｌ
と
の
差
異
は
明
ら
か
で
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
「
竹
林
七
賢
図
」
盛
行
の
背
景
と
し
て
は
、
室
町
時
代
に

禅
林
を
通
じ
て
広
く
故
事
が
普
及
し
、
室
町
最
末
期
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け

て
、
狩
野
派
の
粉
本
確
立
と
と
も
に
画
題
と
し
て
も
構
図
の
面
で
も
定
着
し

て
い
っ
た
、
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
『
翰
林
五
鳳
集
』

に
七
首
の
七
賢
関
係
画
賛
が
収
め
ら
れ
る
の
を
始
め
、
近
世
初
期
に
陸
続
と

世
に
現
れ
た
画
題
集
成
ｌ
狩
野
一
渓
の
『
後
素
集
』
や
山
本
洞
雲
の
『
後

素
説
』
ｌ
の
記
事
や
探
幽
縮
図
に
代
表
さ
れ
る
縮
図
類
の
存
在
を
想
起
し

た
時
、
「
竹
林
七
賢
図
」
が
常
套
画
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。

し
か
し
、
日
本
で
描
か
れ
た
「
七
賢
図
」
の
大
半
が
、
類
型
的
表
現
に
終
始

し
て
い
る
、
と
断
言
し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

戸
田
氏
は
前
掲
論
考
で
§
本
邦
に
お
け
る
「
竹
林
七
賢
図
」
屏
風
を
論
じ

て
、
七
賢
個
々
の
描
き
分
け
に
は
執
着
す
る
こ
と
な
く
人
物
が
配
さ
れ
る
こ

「
七
賢
図
」
と
い
う
「
画
題
」

唐
土
に
お
け
る
著
名
な
先
行
作
品
の
少
な
さ
は
、
本
邦
に
お
い
て
既
成
の

条
件
に
縛
ら
れ
な
い
自
由
な
発
想
を
生
み
出
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
反
面
、

不
十
分
な
理
解
が
他
の
画
題
と
の
混
同
を
も
た
ら
す
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
は
徹
底
し
た
故
事
へ
の
通
暁
が
必
須
で
あ
る
。

近
年
、
北
野
良
枝
氏
に
よ
り
、
妙
心
寺
塔
頭
天
球
院
上
間
一
の
間
東
側
に
描

か
れ
た
狩
野
山
雪
筆
「
七
賢
図
」
襖
絵
が
、
七
賢
各
自
の
個
性
を
尊
重
し
た

描
写
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
（
「
國
華
」
一
二
五
三
号
所
収
「
天

球
院
上
間
一
の
間
障
壁
画
に
関
す
る
一
考
察
ｌ
狩
野
一
渓
著
『
後
素
集
』

と
の
関
連
に
つ
い
て
ｌ
」
・
二
○
○
○
年
三
月
）
。
北
野
氏
の
検
証
に
よ

る
と
、
山
雪
筆
「
七
賢
図
」
の
構
図
は
狩
野
一
渓
編
『
後
素
集
』
巻
第
二
・

隠
逸
部
所
収
「
晋
七
賢
図
」
の
記
述
に
関
連
す
る
と
い
う
。
『
後
素
集
』
の

記
述
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

と
を
述
べ
ら
れ
る
。
確
か
に
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
伝
狩
野
元
信
筆
「
商
山

四
皓
・
竹
林
七
賢
図
」
屏
風
一
双
を
筆
頭
に
、
狩
野
派
代
々
の
作
例
の
多
く

が
特
徴
に
乏
し
い
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
逆
に
画
題
「
竹

林
七
賢
図
」
を
確
定
す
る
こ
と
の
困
難
さ
に
も
繋
が
っ
て
い
る
と
は
考
え
ら

れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
夙
に
林
進
氏
が
論
考
「
雪
村
筆
「
竹
林
七
賢
図
屏
風
」

（
畠
山
記
念
館
蔵
）
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
屏
風
絵
集
成
四
人
物
画

漢
画
系
人
物
』
）
で
検
討
さ
れ
た
よ
う
に
、
「
七
賢
図
」
製
作
の
発
想
は
決

し
て
単
一
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

一
一

一
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晋
七
賢
図

晋
ノ
番
康
伝
、
与
康
交
者
院
籍
、
山
涛
、
向
秀
、
劉
伶
、
院
威
、
王

戎
、
為
竹
林
ノ
遊
、
所
謂
竹
林
七
賢
是
也
。
（
詩
学
大
成
有
之
）

愁
康
字
叔
夜
、
好
ヲ
ト
コ
ナ
リ
、
琴
ノ
上
手
。

院
籍
字
嗣
宗
、
弾
琴
、
亦
七
月
七
日
以
竿
桂
大
布
犢
鼻
袴
曝
庭
犢
鼻

ハ
視
ナ
リ
、
好
男
也

山
涛
字
巨
源

向
秀
字
子
期
、
伯
牙
琴
ヲ
間
ダ
ル
人
ナ
リ

劉
伶
字
伯
倫
、
常
乗
鹿
車
、
愛
酒

院
威
字
仲
容

王
戎
字
溶
仲
、
視
日
不
睡
、
日
向
テ
マ
ダ
シ
キ
ヲ
セ
ス
ト
コ
ト
也
。

此
七
賢
内
山
涛
ト
王
戎
ハ
意
カ
ワ
リ
シ
テ
竹
林
ヲ
去
也
、
此
後
ハ
残
り

五
人
ヲ
五
君
ト
云
也
。

（
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
本
に
拠
る
）

一
渓
は
七
人
そ
れ
ぞ
れ
の
字
号
を
始
め
、
関
係
す
る
故
事
を
も
積
極
的
に

採
録
し
て
い
る
。
向
秀
の
字
号
を
「
子
期
」
と
記
し
、
絶
絃
の
故
事
で
知
ら

れ
る
「
鐘
子
期
」
と
混
同
す
る
よ
う
な
誤
り
は
あ
る
も
の
の
、
こ
う
し
た
理

解
を
踏
ま
え
、
山
雪
は
鹿
車
に
乗
る
劉
伶
を
描
き
、
竹
林
か
ら
去
る
王
戎
・

山
涛
の
二
人
を
描
い
た
こ
と
を
北
野
氏
は
指
摘
し
て
い
駒
』

問
題
は
山
雪
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
『
後
素
集
』
の
記
述
は
「
七
賢
」
関

係
画
題
の
確
定
に
関
し
て
も
、
問
題
を
提
起
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
末
尾
に

記
さ
れ
る
「
五
君
」
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
「
竹
林
七
賢
図
」
を
認
定
す
る
最

大
の
根
拠
は
「
七
人
の
人
物
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
人
を
欠
く
「
五
君
」

而
昧
し
之
。
而
後
言
二
竹
林
一
者
恥
し
之
。
故
今
也
直
取
レ
諸
。
竹
之
似
レ
賢
。

而
不
レ
必
二
於
七
賢
一
耳
。
夫
竹
也
。
根
固
而
植
。
所
二
以
務
腰
本
也
。
心

虚
而
通
。
所
二
以
容
咳
物
也
。
節
勁
而
弗
レ
僥
・
所
一
以
立
咳
志
也
。
林
榊

而
弗
レ
争
。
所
二
以
貴
彦
和
也
。
掎
歎
竹
之
徳
。
豈
止
二
於
是
一
而
巳
哉
。

居
士
既
職
二
干
吏
一
隠
干
竹
林
電
果
能
固
二
乃
根
元
虚
一
乃
心
、
勁
二
乃
節
毛

榊
二
乃
林
里
而
弗
レ
変
二
於
歳
寒
誼
則
異
日
必
有
一
慕
レ
賢
者
聖
相
二
従
於
竹

林
之
間
壬
（
『
空
華
集
』
巻
第
十
五
）

傍
線
部
、
義
堂
は
節
を
改
め
た
山
王
二
氏
に
ふ
れ
、
そ
の
二
人
を
含
む
「
七

賢
」
な
る
呼
称
は
決
し
て
賞
賛
に
値
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
断
じ
て
い
る
。

実
際
、
本
邦
禅
林
に
あ
っ
て
「
五
君
」
の
概
念
が
定
着
す
る
の
に
義
堂
の

役
割
は
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
爾
来
、
五
山
の
学
僧
は
挙
っ
て
「
五

君
」
の
清
賢
を
称
揚
す
る
の
で
あ
る
。
希
世
霊
彦
の
別
集
『
村
庵
藁
』
に
「
題

四
老
五
君
同
幡
図
」
と
い
う
、
商
山
四
皓
と
五
君
と
を
同
一
画
面
に
配
し
た

画
題
へ
の
賛
詩
が
収
め
ら
れ
る
の
を
始
奄
室
町
中
後
期
の
禅
僧
、
琴
叔
景

が
七
賢
の
変
奏
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
銘
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
五
君
」
が
注
目
さ
れ
、
広
く
画
壇
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
に
至
っ
た
契

機
の
一
つ
に
五
山
僧
の
著
作
が
あ
っ
た
。
義
堂
が
著
し
た
「
竹
林
説
」
は
そ

の
代
表
的
な
も
の
で
あ
電

竹
林
説

道
賢
居
士
。
隠
二
干
吏
一
而
君
子
者
也
。
余
字
し
之
日
二
竹
林
聿
且
為
し
説

日
。
昔
者
典
午
氏
之
世
。
有
下
迩
二
平
竹
林
一
者
七
人
坤
日
愁
康
。
日
院

籍
。
日
山
涛
。
日
向
秀
。
日
劉
伶
。
日
院
威
。
日
王
戎
。
世
称
一
竹
林

七
賢
聿
惟
山
王
二
氏
。
改
二
節
於
歳
寒
里
見
レ
斥
二
於
顔
彪
奄
作
二
五
君
一

一
一
一
ハ



戎
ノ
ー
人
ハ
出
テ
ッ
カ
ヘ
リ
残
ノ
五
人
ヲ
五
君
ト
モ
五
賢
ト
モ
云
也

短
い
文
辞
の
中
で
敢
え
て
「
五
君
」
の
記
述
に
筆
を
割
く
の
で
あ
る
。
人
物

や
故
事
を
標
題
と
し
て
掲
げ
、
そ
の
内
容
を
略
述
す
る
『
連
集
良
材
』
は
、

そ
の
書
名
や
連
歌
を
句
例
と
し
て
引
用
す
る
こ
と
か
ら
、
連
歌
の
寄
合
書
と

し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
も
の
の
、
そ
の
体
裁
が
『
後
素
集
』
や
『
後

素
説
』
に
近
似
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
項
目
の
多
く
が
漢
画
系
の
画
題
と
一

致
す
る
こ
と
、
実
際
、
標
題
の
中
に
絵
画
に
言
及
す
る
も
の
も
あ
る
こ
と
（
「
五

馬
渡
江
」
）
等
、
後
代
の
画
題
集
成
と
の
関
係
を
含
め
、
美
術
史
の
観
点
か

ら
も
無
視
で
き
な
い
一
書
な
の
で
あ
壷

さ
て
、
画
面
に
描
か
れ
る
人
数
が
提
起
す
る
問
題
は
更
に
広
が
る
。
前
掲
、

林
氏
の
論
考
で
も
引
用
さ
れ
る
室
町
中
期
の
学
僧
、
天
隠
龍
沢
の
別
集
『
黙

雲
詩
藁
』
（
内
閣
文
庫
蔵
元
禄
三
年
版
本
）
巻
三
・
雑
部
に
収
め
ら
れ
た
「
題

竹
林
七
賢
」
七
絶
を
参
照
さ
れ
た
い
。
文
明
十
九
（
一
四
八
七
）
年
の
作
で

趣
が
七
絶
「
扇
面
七
賢
」
転
結
句
で
、

此
中
真
隠
五
君
足
莫
レ
把
一
三
山
一
様
看
一

（
『
翰
林
五
鳳
集
』
巻
五
十
九
「
支
那
人
名
部
」
）

と
記
し
、
景
徐
周
麟
が
「
便
面
七
賢
」
転
結
句
で
、

山
王
寛
負
二
此
君
一
出
又
惹
三
清
風
満
二
世
間
一（
『
翰
林
甜
蘆
集
』
巻
第
三
）

と
記
す
の
に
呼
応
し
て
、
室
町
末
期
成
立
の
『
連
集
良
材
』
で
も
、

七
賢

晋
ノ
世
ヲ
去
テ
竹
林
二
琴
詩
酒
ノ
三
ヲ
友
ト
セ
シ
人
也
名
ハ
愁
康
、

院
籍
、
王
戎
、
山
涛
、
院
威
、
向
秀
、
劉
伶
等
ノ
七
人
也
其
後
山
涛
王

「
七
賢
図
」
と
い
う
「
画
題
」

あ
る
。

題
竹
林
七
賢

若
道
一
七
賢
一
言
似
し
証
此
中
屈
し
指
四
人
無
飛
流
直
下
銀
河
水
認

作
二
臓
山
三
笑
図
一

右
、
斯
図
竹
林
七
賢
也
、
花
渓
蔵
主
所
し
描
、
分
作
二
両
幅
↓
其
一

為
二
人
奪
去
↓
以
故
只
有
二
三
賢
一
而
巳
、
後
来
覧
レ
之
者
、
恐
不
し
解
し

之
乎
、
余
詩
及
し
之
、
筆
以
応
二
慧
峯
器
成
老
人
需
、
｜

文
明
丁
未
孟
夏
日

（
マ
マ
｝

同
詩
、
『
翰
林
五
鳳
集
』
で
は
詩
題
が
「
竹
林
七
賢
軸
秀
布
爆
布
」
と
な

っ
て
お
り
、
滝
の
配
さ
れ
た
構
図
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
「
七
賢
図
」

は
往
々
に
し
て
対
幅
表
現
を
取
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
は
両
幅
に
三
人

’
四
人
に
分
け
て
描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
更
に
、
天
隠
の
措
辞

か
ら
は
描
か
れ
る
要
素
に
よ
っ
て
、
画
面
の
三
人
が
七
賢
図
と
は
無
縁
の
「
虎

渓
三
笑
図
」
に
見
誤
ら
れ
る
契
機
が
付
度
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

禅
林
に
あ
っ
て
は
「
商
山
四
皓
図
」
で
も
「
四
老
惟
三
少
一
人
」
（
希
世

霊
彦
「
商
山
四
皓
図
惟
有
三
人
」
）
と
い
う
構
図
が
確
認
で
き
、
描
か
れ

る
人
数
や
周
知
の
名
数
に
よ
っ
て
の
み
画
題
を
確
定
す
る
こ
と
の
危
険
性
と

困
難
さ
を
示
し
て
い
る
。
『
後
素
集
』
で
は
名
数
「
七
」
に
因
む
画
題
と
し

て
、
先
掲
の
「
晋
七
賢
図
」
の
他
に
、
「
舜
七
友
」
（
巻
二
・
隠
逸
）
、
「
七

賢
」
（
巻
二
・
隠
逸
、
伯
夷
・
叔
斉
・
虞
仲
・
虞
逸
・
朱
張
・
少
連
・
柳
下

恵
、
「
晋
七
賢
」
に
対
す
る
「
周
七
賢
」
）
及
び
「
七
才
子
図
」
（
巻
二
・
騒

客
、
す
な
わ
ち
建
安
七
子
）
の
三
画
題
を
挙
げ
て
い
る
。
竹
林
の
隠
者
が
必

ず
し
も
七
人
で
描
か
れ
る
と
は
限
ら
な
い
の
と
同
様
、
七
人
の
人
物
の
描
か

一

一

七



れ
る
画
題
の
典
拠
は
「
竹
林
七
賢
」
だ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
「
七
人
」
以
外
で
「
竹
林
七
賢
図
」
を
確
定
す
る
重
要
な
要
素
で

あ
る
「
竹
林
」
「
隠
逸
」
「
酒
宴
」
「
清
談
」
等
の
要
素
も
実
の
と
こ
ろ
、
「
竹

林
七
賢
図
」
だ
け
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
竹
と
人
物
を
配

し
た
画
題
で
七
賢
図
と
混
同
し
や
す
い
も
の
と
し
て
、
『
後
素
集
』
に
も
収

め
ら
れ
る
「
竹
渓
六
逸
図
」
（
巻
二
・
隠
逸
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
唐
代
、
山

東
の
祖
侠
山
麓
の
竹
渓
に
集
っ
た
李
白
を
始
め
と
す
る
六
人
の
酒
友
の
逸
事

に
取
材
し
た
も
の
で
、
雪
村
筆
阪
田
家
旧
蔵
「
竹
林
七
賢
酔
舞
図
」
や
利
光

筆
常
盤
山
文
庫
蔵
「
竹
林
遊
賢
図
」
等
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
酩
酊
し
て
歌

舞
す
る
よ
う
な
構
図
は
、
「
竹
渓
六
逸
図
」
と
の
混
同
、
或
い
は
援
用
の
可

能
性
も
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
冒
頭
の
「
七
賢
度
関
図
」
に
戻
ろ
う
。
こ
の
詩
題
や
賛
の
内
容
に

つ
い
て
、
亀
泉
は
一
切
語
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
構
図
は
未
詳
で
あ
る
。
趙
孟

顕
の
別
集
『
松
雪
斎
集
』
に
も
関
連
詩
題
は
な
く
、
銭
選
（
舜
挙
）
の
別
集

『
習
獺
斎
稿
』
に
見
出
せ
る
詩
題
は
「
題
竹
林
七
賢
図
」
と
い
う
類
型
的
な

五
律
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
邦
で
は
、
雪
村
筆
個
人
蔵
「
七
隠
士
騎
馬

野
遊
図
」
な
る
作
例
も
残
さ
れ
て
お
り
、
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
て
い
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
「
七
隠
士
騎
馬
野
遊
図
」
に
つ
い
て
は

そ
の
特
異
性
か
ら
、
現
在
、
必
ず
し
も
「
七
賢
図
」
と
は
認
定
さ
れ
て
い
な

い
も
の
の
、
林
進
氏
は
室
町
中
期
の
禅
僧
、
季
弘
大
叔
の
「
題
竹
林
七
賢
図
」

｜
｜
’

を
引
用
し
、
騎
乗
す
る
七
賢
像
の
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
文
明
十
一

（
一
四
七
九
）
年
に
記
さ
れ
た
季
弘
の
題
賊
を
再
度
検
討
し
て
み
よ
う
。

題
竹
林
七
賢
図

晋
多
二
清
虚
曠
達
士
↓
古
今
作
し
史
者
病
焉
、
凡
国
家
之
衰
盛
、
人
物
之

才
之
與
レ
気
係
焉
、
盛
則
才
與
レ
気
奮
而
焉
、
衰
則
茶
実
、
吾
視
二
晋
之

諸
君
子
へ
而
知
二
礼
教
之
弛
《
而
王
之
政
廃
、
蓋
其
両
晋
之
間
、
人
才

輩
出
、
有
下
不
レ
塊
二
於
周
漢
之
世
一
者
必
然
或
出
二
入
於
江
山
煙
雲
之
間
、
｜

或
馳
一
鰐
乎
吟
味
乗
樽
之
中
へ
不
ｒ
以
二
政
事
一
為
占
務
、
匡
臓
十
八
賢
、

莫
レ
非
二
不
出
世
之
偉
人
「
独
攪
二
眉
於
其
間
一
者
、
陶
蓬
巷
而
巳
実
、
借

突
哉
、
其
跡
裁
只
於
方
外
之
遊
也
、
結
二
竹
林
之
友
一
者
七
人
、
世
是

謂
一
竹
林
七
賢
《
古
来
図
而
伝
者
、
往
往
野
服
蒸
散
、
瓢
瓢
然
消
二
揺
於

漁
酒
侯
之
林
《
今
観
二
舷
図
弐
六
人
乗
馬
、
其
一
跨
二
殼
鰊
君
『
想
必
江

南
人
、
有
二
斯
古
画
本
弐
而
吾
邦
之
画
工
、
摸
而
写
邪
、
余
嘗
読
一
選
詩
、
｜

顔
延
年
詠
二
五
君
弐
五
君
者
七
賢
之
五
也
、
山
巨
源
・
王
波
沖
、
以
二
貴

顕
一
而
馴
、
出
二
於
顔
公
一
時
之
椀
憤
一
者
乎
、
余
意
謂
、
伊
尹
・
傅
説

出
山
之
第
一
也
、
伊
・
傅
之
隠
、
隠
得
二
其
隠
一
而
出
亦
得
二
其
出
↓
七

士
之
隠
、
遁
二
礼
法
之
場
《
入
二
干
疎
誕
之
域
一
也
、
斯
謂
レ
得
二
其
隠
一
則

可
乎
、
然
則
山
王
貴
顕
、
顔
誰
熱
し
之
之
甚
邪
、
肝
、
傳
二
博
古
之
士

視
膠
之
、
必
指
日
、
彼
歩
兵
也
、
此
中
散
也
、
常
侍
也
、
然
則
思
一
亦
過

半
一
実
、
味
し
其
人
而
按
二
其
図
弐
余
不
し
能
し
無
し
塊
、
或
人
日
、
其
騎
』

牛
者
、
劉
伯
倫
、
或
然
実
、
己
亥
暮
春
、
山
陽
釈
大
叔
書

（
『
蒔
庵
遺
藁
』
「
題
賊
」
）

興
味
深
い
記
述
で
あ
る
。
季
弘
は
、
古
来
、
絵
画
作
品
と
し
て
伝
え
ら
れ

一
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る
「
七
賢
図
」
は
野
服
を
ま
と
い
物
静
か
に
竹
林
を
遁
遥
す
る
構
図
が
一
般

的
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
六
人
が
騎
乗
し
、
一
人
が
牛
の
背
に
跨
る
こ
の

特
異
な
図
様
は
中
国
江
南
の
古
画
本
を
日
本
の
画
工
が
摸
写
し
た
も
の
で
は

な
い
か
、
と
推
測
し
て
い
る
。
季
弘
は
こ
の
図
様
の
特
殊
性
に
興
味
を
抱
き
、

顔
延
年
の
「
五
君
詠
」
の
狭
量
な
る
を
批
判
し
つ
つ
も
、
古
典
に
通
じ
た
博

識
な
人
物
が
見
れ
ば
、
あ
れ
が
院
歩
兵
（
院
籍
）
、
こ
れ
が
愁
中
散
（
苗
康
）
、

向
常
侍
（
向
秀
）
だ
と
指
差
し
、
す
ぐ
に
「
七
賢
図
」
で
あ
る
こ
と
を
悟
っ

て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
断
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
着
眼
は
、
見
立
て
に
優
れ
る

禅
僧
的
発
想
と
言
え
な
く
も
な
い
も
の
の
、
『
文
選
』
所
収
の
「
五
君
詠
」

が
官
名
で
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
士
大
夫
の
ご
と
く
騎
乗
す

る
姿
で
描
か
れ
て
い
て
も
不
審
は
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、

牛
に
跨
る
人
物
に
つ
い
て
は
比
定
が
難
し
か
っ
た
よ
う
で
、
「
或
人
」
の
説

と
し
て
劉
伶
で
あ
ろ
う
か
と
憶
測
し
て
い
る
。
季
弘
が
鹿
車
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
な
奇
矯
な
行
動
で
知
ら
れ
る
劉
伶
の
逸
話
を
ど
の
程
度
理
解
し
、
判
断

し
た
も
の
か
は
明
確
で
は
な
い
も
の
の
、
画
題
を
読
み
解
こ
う
と
す
る
姿
勢

が
窺
え
て
興
味
深
い
の
で
あ
る
。

こ
の
「
竹
林
七
賢
図
」
に
つ
い
て
は
他
の
要
素
ｌ
竹
林
の
有
無
や
そ
の

装
束
等
ｌ
の
説
明
は
な
い
。
季
弘
の
日
記
『
蕨
軒
日
録
』
で
も
こ
の
図
に

つ
い
て
は
言
及
さ
れ
な
い
た
め
、
冒
頭
「
七
賢
度
関
図
」
と
の
関
係
も
不
明

で
あ
る
。
し
か
し
、
画
面
の
要
素
に
注
目
し
、
自
ら
知
る
と
こ
ろ
の
知
識
や

発
想
を
援
用
し
、
積
極
的
に
絵
を
読
も
う
と
試
み
る
禅
僧
の
姿
勢
が
、
義
堂

の
呪
縛
か
ら
放
た
れ
て
、
「
七
賢
」
を
再
評
価
す
る
方
向
へ
導
き
、
画
題
や

画
材
の
拡
大
に
つ
な
が
る
牽
引
力
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く

「
七
賢
図
」
と
い
う
「
画
題
」

さ
て
、
「
七
賢
度
関
図
」
で
あ
る
。
如
上
の
考
察
を
踏
ま
え
る
と
、
季
弘

と
同
様
、
亀
泉
は
「
七
賢
」
を
「
竹
林
七
賢
」
、
つ
ま
り
晋
七
賢
と
考
え
て

い
た
と
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
騎
馬
図
と
度
関
図
と
で
は
距
離
が
あ
る
こ

と
も
否
定
で
き
な
い
。
そ
の
距
離
感
を
考
え
る
上
で
、
興
味
深
い
画
題
が
『
歴

代
題
画
詩
類
』
に
見
出
せ
る
。

巻
三
十
八
「
故
実
類
」
に
は
「
十
八
学
士
」
や
「
五
王
図
」
等
、
主
に
唐

代
の
故
事
に
取
材
し
た
画
題
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
末
尾
に
「
寒
林

七
賢
図
」
な
る
画
題
が
五
首
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
慧
元
画
寒
林

七
賢
有
序
」
が
そ
の
第
一
首
で
あ
る
。

慧
元
画
寒
林
七
賢
有
序
宋
楼
鋪
（
マ
マ
）

旧
有
二
唐
人
出
瀞
図
《
謂
宋
之
問
・
王
維
・
李
白
・
高
適
・
史
白
・
岑

参
六
人
。
多
画
二
七
賢
《
不
し
知
二
第
七
人
為
修
誰
。
或
云
、
是
播
遁
遥
。

然
未
レ
見
レ
榛
。
病
起
坐
、
攻
槐
斎
元
公
忽
作
二
「
寒
林
七
賢
二
相
一
寄
余

方
↓
夢
森
二
故
山
一
見
し
之
濃
然
、
戯
作
二
数
菫
虫
謝
し
之
。

群
賢
倶
詩
豪
時
代
不
同
処
安
得
寒
林
中
聯
撫
悌
相
語

誰
歎
創
妙
意
臭
味
無
今
古
吾
聞
顧
陸
輩
寓
意
或
如
許

桃
李
並
芙
蓉
雪
中
芭
蕉
吐
元
師
師
老
融
淡
墨
掃
風
雨

作
此
寄
攻
槐
寓
興
秒
烟
渚
旧
六
令
則
七
未
知
果
誰
與

我
欲
従
之
瀞
誰
敢
圃
檮
侶
画
我
往
執
鞭
欣
為
李
君
御

な
い
の
で
あ
る
。

四
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序
文
冒
頭
で
「
唐
人
出
瀞
図
」
に
言
及
し
、
そ
こ
に
描
か
れ
る
の
が
宋
之

（
マ
マ
）

問
・
王
維
・
李
白
・
高
適
・
史
白
・
岑
参
の
六
人
で
あ
る
こ
と
、
こ
う
し
た

「
七
賢
図
」
は
多
く
描
か
れ
る
も
の
の
、
七
人
目
が
誰
か
は
知
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
、
或
い
は
唐
人
六
人
に
宋
初
の
播
閲
（
号
は
遁
遥
子
）
を
加
え
た
七

人
と
も
思
わ
れ
る
こ
と
、
時
代
不
同
の
詩
作
に
優
れ
た
人
物
を
描
い
た
架
空

の
設
定
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
図
様
は
、
詩
中
第
四
句
の
「
聯

撫
暁
相
語
」
の
措
辞
か
ら
、
轡
を
列
ね
な
が
ら
、
馬
上
で
語
り
合
う
構
図
で

あ
る
こ
と
が
付
度
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
寒
林
七
賢
図
」
の
第
五
首
目
が
「
銭
舜
挙
寒
林
七
賢
図
」
で
あ
る
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
賛
作
者
は
趙
子
昂
で
は
な
く
、
明
代
の
高
得
暘
で
あ
っ

た
。
そ
の
賛
詩
を
次
に
引
用
す
る
。

銭
舜
挙
寒
林
七
賢
図
明
高
得
暘

騒
壇
逸
響
何
蓼
蓼
作
者
逝
英
誰
能
招
読
然
七
子
美
風
度

乃
有
遺
像
図
生
絹
衣
冠
半
帯
晋
秀
気
人
物
絶
是
唐
中
朝

想
当
朝
事
得
休
暇
擬
采
野
景
帰
風
謡
青
騨
黄
犢
踏
凍
雨

甕
駿
痩
馬
衝
寒
馳
酔
鞭
笑
停
以
按
轡
吟
鐙
戯
拍
催
聯
撫

看
花
多
情
且
少
待
尋
梅
有
興
非
無
卿
此
図
我
嘗
見
十
数

高
林
大
樹
風
蒲
蒲
掃
除
間
冗
存
簡
素
呉
興
筆
老
才
尤
超

方
之
粉
墨
巧
塗
染
笑
止
天
地
相
懸
遼
尚
疑
高
李
六
君
子

当
時
未
見
播
遁
遥
道
同
気
合
志
相
感
錐
曠
百
世
如
同
僚

画
師
晩
出
有
深
意
沈
自
昔
日
伝
今
朝
屋
梁
落
月
見
顔
色

妙
処
不
待
窮
摸
描
君
不
見
哀
安
優
臥
寒
正
霜
王
維
乃
作

雪
裏
之
芭
蕉

「
青
騨
黄
犢
」
・
「
窪
騒
痩
馬
」
・
「
酔
鞭
」
・
「
按
轡
」
・
「
吟
鐙
」
・
「
聯
鑛
」

等
の
措
辞
か
ら
、
や
は
り
馬
上
吟
行
の
構
図
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
轡

を
並
べ
て
語
り
合
う
構
図
は
雪
村
筆
「
七
隠
士
騎
馬
野
遊
図
」
の
左
隻
を
想

起
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
以
上
の
憶
測
は
慎
む
が
、
中
国
元
明
代
に
あ
っ

て
、
「
晋
七
賢
図
」
と
は
異
な
り
、
唐
人
出
瀞
図
に
類
す
る
騎
乗
す
る
七
賢

の
図
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
更
に
引
用
文
傍
線
部
の
よ
う
に
、
銭
舜
挙
の

如
き
著
名
な
画
人
を
始
め
と
す
る
十
数
以
上
の
作
例
が
残
さ
れ
て
い
た
こ
と

は
注
目
に
値
す
る
の
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
冒
頭
「
七
賢
度
関
図
」
は
「
晋

七
賢
図
」
で
は
な
く
、
「
寒
林
七
賢
図
」
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
だ

ろ
う
。
ま
た
、
季
弘
が
賊
を
記
し
た
「
竹
林
七
賢
図
」
も
騎
乗
す
る
姿
で
あ

っ
た
こ
と
を
想
起
す
る
と
、
季
弘
の
推
理
と
は
異
な
り
、
元
来
は
「
寒
林
七

賢
図
」
を
摸
写
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

現
在
の
所
、
五
山
僧
の
著
作
に
「
寒
林
七
賢
」
を
冠
し
た
詩
題
を
見
出
す
こ

と
は
で
き
な
い
。
数
多
く
の
画
賛
詩
を
残
し
た
林
羅
山
の
詩
文
集
に
も
、
こ
の

詩
題
は
確
認
で
き
な
い
。
例
え
ば
五
山
僧
の
机
辺
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
宋
代
、

王
応
麟
編
『
小
学
紺
珠
』
等
の
名
数
集
に
も
「
寒
林
七
賢
」
は
採
ら
れ
て
い
な

い
。
お
そ
ら
く
は
元
明
代
に
描
か
れ
た
多
く
の
「
寒
林
七
賢
図
」
を
、
本
邦
禅

僧
は
「
竹
林
七
賢
図
」
の
変
奏
と
し
て
理
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ

こ
に
新
た
な
竹
林
七
賢
像
の
可
能
性
を
見
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
事
例
は
稀
有
な
も
の
で
は
な
い
。
以
前
、
同
じ
く
著
名
な
画
題

お
わ
り
に

○



と
し
て
知
ら
れ
な
が
ら
、
権
威
あ
る
文
献
的
典
拠
を
持
た
な
い
「
鉄
拐
仙
」

の
イ
メ
ー
ジ
を
、
本
邦
禅
林
文
壇
が
い
か
に
苦
心
し
て
作
り
出
し
て
い
っ
た

か
を
検
証
し
た
こ
と
が
あ
つ
む
』
こ
う
し
た
問
題
を
検
討
し
て
痛
感
す
る
の

は
、
「
画
題
」
と
い
う
概
念
を
規
定
す
る
難
し
さ
で
あ
る
。
本
稿
で
も
「
画

題
」
と
い
う
語
彙
や
個
別
的
・
具
体
的
な
画
題
（
と
思
わ
れ
る
も
の
）
に
括

弧
を
附
し
て
表
記
し
た
り
、
或
い
は
附
さ
な
か
っ
た
り
と
一
貫
し
な
か
っ
た

の
は
、
実
の
と
こ
ろ
、
今
日
使
用
さ
れ
る
「
画
題
」
と
い
う
語
の
定
義
が
い

か
に
暖
昧
で
あ
る
か
を
示
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

近
年
の
美
術
史
研
究
で
は
「
画
題
」
が
等
閑
視
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
作
品
の
「
画
題
」
を
確
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
背
後
の
世
界
、
類
型
化
し
き
れ
な
い
世
界
を
理
解
す
る
可
能
性
が
広
が

る
の
で
あ
る
。
「
七
賢
度
関
図
」
が
正
に
好
例
で
あ
っ
た
。
画
家
が
、
そ
し

て
着
賛
し
た
作
者
が
、
何
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
。
そ
う
し
た
根

元
的
な
問
題
に
多
く
の
示
唆
を
与
え
る
出
発
点
が
「
画
題
」
な
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
「
画
題
」
と
は
作
品
の
題
名
や
題
材
を
記
す
に
留
ま
ら
ず
、
作
品
の

生
ま
れ
た
契
機
や
、
所
蔵
者
や
受
容
者
の
理
解
を
も
示
す
複
合
的
な
概
念
で

あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
林
進
氏
が
前

掲
論
考
で
検
証
さ
れ
た
画
家
、
雪
村
の
独
自
性
は
「
画
題
」
そ
の
も
の
の
問

題
に
も
読
み
替
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

も
し
、
本
邦
禅
僧
が
「
寒
林
七
賢
図
」
を
早
く
に
理
解
、
受
容
し
、
積
極

的
に
詩
題
に
用
い
て
い
た
ら
、
日
本
で
の
「
七
賢
図
」
の
展
開
は
全
く
違
っ

た
も
の
と
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
狩
野
一
渓
は
『
後
素
集
』
に
記

す
こ
と
な
く
、
山
本
洞
雲
も
『
後
素
説
」
で
言
及
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
結

「
七
賢
図
」
と
い
う
「
画
題
」

果
、
「
七
賢
度
関
図
」
は
そ
の
真
実
の
主
題
を
表
す
こ
と
な
く
、
禅
僧
の
著
作

の
中
に
、
歴
代
狩
野
派
の
類
型
的
な
構
図
の
中
に
沈
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。

主
、
。
〃
″（
１
）
本
文
は
増
補
続
史
料
大
成
本
（
臨
川
書
店
）
に
拠
る
。
但
し
、
訓
点
は

私
に
施
し
た
。

（
２
）
四
庫
全
書
集
部
所
収
本
文
に
拠
る
。
但
し
、
訓
点
は
私
に
施
し
た
。

（
３
）
劉
伶
の
造
型
に
つ
い
て
、
山
本
洞
雲
編
『
後
素
説
』
で
七
賢
の
中
で
た

だ
一
人
、
独
立
項
目
を
設
け
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
記
さ
れ
る
故

事
は
、
鹿
車
及
び
愛
酒
と
も
う
一
つ
、
自
ら
の
屍
を
葬
る
た
め
の
鋤
を
常

に
従
者
に
持
た
せ
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
故
事
を
題
材
と
し

た
画
題
「
劉
伶
令
荷
鋤
図
」
が
「
劉
伶
解
醒
図
」
と
共
に
、
『
後
素
集
』

隠
逸
部
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
狩
野
山
雪
筆
「
七
賢
図
」
襖
絵
に
描
か
れ

る
鹿
車
を
引
く
従
者
が
鋤
を
持
っ
て
い
な
い
の
は
、
『
後
素
集
』
所
収
「
晋

七
賢
図
」
の
劉
伶
の
項
目
で
は
こ
の
故
事
に
言
及
し
な
い
こ
と
と
無
関
係

で
は
あ
る
ま
い
。
だ
と
す
る
と
『
後
素
集
』
と
山
雪
画
の
近
似
性
を
裏
付

け
る
こ
と
に
も
な
り
、
北
野
氏
の
論
拠
を
補
強
す
る
材
料
に
も
な
る
の
で

あ
る
。
な
お
、
山
本
洞
雲
編
『
後
素
説
』
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
『
後
素
説
』

に
つ
い
て
」
（
『
古
代
中
世
文
学
研
究
論
集
』
第
三
集
・
二
○
○
一
年
・
和

泉
書
院
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
４
）
五
山
学
僧
の
別
集
は
す
べ
て
五
山
文
学
全
集
及
び
五
山
文
学
新
集
所
収

本
文
に
拠
る
。
但
し
、
訓
点
は
私
に
施
し
て
い
る
。

（
５
）
賛
詩
第
一
・
二
句
に
「
商
嶺
猶
留
四
老
翁
山
王
不
数
五
君
中
」
と
あ

一
一
一
一



追
記
本
稿
は
平
成
十
二
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
奨
励
研
究
Ａ
「
中
世

禅
宗
寺
院
所
蔵
文
献
の
総
合
的
研
究
」
な
ら
び
に
平
成
十
一
年
度
国
文

学
研
究
資
料
館
共
同
研
究
「
『
後
素
集
』
の
総
合
的
研
究
」
の
成
果
で

あ
る
。

（
６
）
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
考
察
し
た
い
。
な
お
『
連
集
良
材
』

の
背
景
と
し
て
、
永
済
注
の
ご
と
き
『
和
漢
朗
詠
集
』
注
釈
書
や
『
胡
曽

詩
抄
』
等
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
中
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
が
し

ば
し
ば
七
賢
の
故
事
を
踏
ま
え
る
こ
と
、
そ
の
多
く
が
酒
に
関
す
る
逸
話

で
あ
る
こ
と
は
本
邦
の
伝
統
的
な
七
賢
像
を
辿
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

（
７
）
拙
稿
「
「
鉄
拐
仙
」
像
の
受
容
と
定
着
」
（
『
古
代
中
世
文
学
研
究
論
集
』

第
一
集
．
一
九
九
六
年
・
和
泉
書
院
）

る
。
画
面
に
九
人
の
人
物
が

影
響
や
混
同
も
想
定
さ
れ
る
。

画
面
に
九
人
の
人
物
が
描
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
香
山
九
老
図
」
の

（
な
か
も
と
・
だ
い
本
学
助
教
授
）

一
一
一
一
一


